
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3023 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「古典探究 古文編・漢文編」 （大修館書店） 

副教材等 

「新訂版 最新国語便覧」（浜島書店） 

「読んで見て覚える古文単語 315 三訂版」（桐原書店） 

「新修古典文法二訂版」（京都書房） 

「必須～句法と語彙を一緒に学ぶ～新明説漢文」（尚文出版） 

「史伝・思想に学ぶ 必須句法」（浜島書店） 

「読み・解き・覚える 新版 日本文学史必携」 

「ＬＴ古文２」（浜島書店）  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生での古典探究では、１年生での言語文化での学びの中から「伝統的な言語文化に関する理解」を

より深めるため、より長くより難解な文章を読みます。 

・古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広げ、古典についての理解や関

心の深めることによって人生を豊かにし、我が国の文化の特質や、我が国と中国などの外国の文化との

関係について考察します。 

・予習として本文を読み、辞書を引き、重要語句や文法事項の確認を行う習慣をつけてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深め、古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造

を理解することができる。 

・古典の内容を、構成や展開に即して的確に捉えることができる。 

・古典などを通した先人のものの見方・感じ方・考え方との関わりの中で、人間・社会・自然などに対す

る思想や感情を的確にとらえ、ものの見方・感じ方・考え方を豊かにすることができる。 

・古典についての理解や関心の深めることによって人生を豊かにし、我が国の文化の特質や、我が国と中

国などの外国の文化との関係について考察し、理解を深めることができる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要
な国語の知識・技能につい
て、その特質を理解し、適切
に使っている。 

論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし、
自分の思いや考えを広げたり深めた
りしている。 

言葉を通じて他者や社会と関わ
り自他の存在について理解を深
め、我が国の言語文化の担い手
としての自覚を持っている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 単元の学習内容 単元の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

古今著聞集 
a:和歌の修辞を理解し、詠み手の心情を理

解している。 

歌合や歌の贈答などの文化を理解し、心

情理解に役立てている。" 

ｂ（読）:古典特有の表現を理解し、話の内

容を的確に捉え、説明している。 

小式部の和歌を的確に捉え、彼女の心情

と歌の才能について説明している。" 

本話に挙げられている人物関係や和歌を

調べ、彼らの当時の歌壇に於ける位置づ

けについて説明している。 

c:百人一首などの有名な和歌の修辞や歌

枕について説明しようとしている。 

定期テス

ト・ワークシ

ート・小テ

スト 

定期テス

ト・ワー

クシート 

 

 

観察・ワー

クシート 
［教材］大江山 

淮南子 

ａ：古典を読むために必要な文語のきまりや

訓読のきまり、古典特有の表現などを適切

に用いている。 

故事成語などにかかわる読書などを通して

中国文化と我が国との関わりを理解してい

る。" 

ｂ（読）:登場人物の会話や事件を時系列に

沿って正確に理解し、説明している。 

c:教材に興味をもって意欲的に取り組み、

読書を通して幅広く深い教養を醸成しよう

としている。 

定期テス

ト・ワーク

シート・小

テスト 

 

定期テス

ト・ワーク

シート 

 

観察・ワー

クシート 

［教材］塞翁馬 

徒然草 

 

ａ：〇助動詞や係助詞の用法を理解してお

り、適切に現代語訳している。 

ｂ（読）:西行の考え方と作者の考え方との

対比を読み取っている。 

c:住居に対する作者の考えを理解し、当時

の住居・建築様式について調べてまとめよ

うとしている。 

定期テス

ト・ワーク

シート・小

テスト 

定期テス

ト・ワーク

シート 

観察・ワー

クシート 

［教材］家居のつきづきしく 

 

方丈記 
ａ：仏教的無常観について理解し、どのよう

なものか説明している。 

b（読）:本文中の対句や比喩を的確に読み

取っている。 

c:無常観に通じる例を、身近な出来事から

挙げようとしている。 

 

定期テス

ト・ワーク

シート・小

テスト 

 

定期テス

ト・ワーク

シート 

 

観察・ワー

クシート 

 
［教材］行く河の流れ 

漢詩 
ａ：七言律詩の形式や修辞法などを正確に

理解し、説明している。 

定期テス
ト・ワー

観察・ワー
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［教材］哭晁卿衡 漢詩のリズムや口調・抑揚に注意し、特有

の表現などを適切に用いている。" 

b（読）:五言絶句・七言律詩の特徴を踏ま

え、構成や展開を捉えた上で、描かれた自

然の情景や詩人の憂いについて読み取

り、的確に説明している。 

c:教材に興味をもって意欲的に取り組み、

教材以外の憂愁詩などについて、また中

国史などについても積極的に調べようとし

ている。 

 

クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

クシート 

土佐日記 

ａ：『土佐日記』や作者についての文学史的

な位置づけを理解し、説明している。 

b（書）:本文の構成を把握し、話の展開を理

解している。 

文章の展開に即して、登場人物の行動と

心情を読み取っている。 

阿倍仲麻呂という人物について、作者の評

価を適切に読み取り、「哭晁卿衡」と比較し

て説明している。" 

c:阿倍仲麻呂について興味をもち、日本と

中国でどのように評価されているのか、自ら

の設定した観点で調べたり考えを深めたり

しようとしている。 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］阿倍仲麻呂の歌 

後
期 

枕草子 

ａ：本話に登場する人物の人間関係につい

て調べ整理している。 

b（読）:作者の機知とその場にもたらされた

笑いについて説明している。 

c:本話から伺える作者の性格を理解し、本

話を載せた作者の狙いについて、自分の

意見を持とうとしている。 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］中納言参り給ひて 

史記 
ａ：長い文章を読み、文章の構成や展開の

仕方について、正確に理解し説明してい

る。 

ｂ（読）:本文の構成や展開を正確に理解

し、人物の行動や心情を的確に説明してい

る。 

描写された人物の位置関係やその仕草、 

主張などを正確に理解し、説明している。" 

c:『史記』について興味を持ち、時代背景

や地理的関係を調べたりしようとしている。 

登場人物の行動や心情について考えようと

している。" 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］鴻門の会 

源氏物語 
ａ：『源氏物語』の主要な登場人物を調べ、

人間関係を的確に理解している。 

b（読）:桐壺の更衣に対する帝の寵愛と、周

囲の反応を的確に読み取り、両者の隔たり

の理由を説明している。 

c:当時の婚姻制度や身分社会を踏まえ、

光源氏が置かれた境遇について説明しよう

としている。 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］光源氏の誕生 

大鏡 
ａ：本文で用いられている敬語について説

明している。 

b（読）:登場人物の行動を整理し、心情の

変化を適切に読み取っている。 

c:登場人物に対する作者の意見を読み取

り、説明しようとしている。 

 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］花山院の出家 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （   ０   ）時間 

  ・書くこと      …  （   ０   ）時間 

  ・読むこと      …  （   ７０  ）時間 

史記 
ａ：長い文章を読み、文章の構成や展開の

仕方について、正確に理解し説明してい

る。 

古典が現代に与えた影響について正確に

理解し、説明している。" 

ｂ（読）:関連書籍の読書や資料の調査など

によって司馬遷の考え方などを正確に理

解し、説明している。 

司馬遷や登場人物について興味をもった

こと、疑問に思ったことを発表したり、議論

したりしている。" 

c:『史記』について興味を持ち、時代背景

や地理的関係を調べたりしようとしている。 

登場人物の行動や心情について考えようと

している。" 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］四面楚歌 

古今和歌集 
ａ：古典の作品や文章の種類とその特徴に

ついて理解を深めている。 

・我が国の文化の特質や、我が国の文化と

中国など外国の文化との関係について理

解を深めている。 

b（読）:「読むこと」において、必要に応じて

書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を

解釈するとともに、文章の構成や展開、表

現の特色について評価している。 

c:「真名序」や漢詩と比較し、「仮名序」に

おける和歌がどのようなものかを理解しよう

としている。"   

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］仮名序 

思想 

ａ：長い文章を読み、文章の構成や展開の

仕方について、正確に理解し説明してい

る。 

性善性悪などについて正しく理解し、我が

国の文化への影響を説明している。" 

ｂ(読):本文の構成や展開を正確に理解し、

思想の内容を的確に説明している。 

論の展開やたとえから思想の内容を正確

に理解し、説明している。" 

c:中国古代思想史について興味を持ち、

性善性悪、告子の説などが思想史のどのよ

う流れの中にあるか調べようとしている。 

定期テス
ト・ワー
クシー
ト・小テ
スト 

 

定期テス
ト・ワー
クシート 

 

観察・ワ
ークシー
ト 

［教材］不忍人之心 

     人之性悪 


